
19B3-'3 /983 -J 

文献挙示のくソシオロゴス方式>(1983.6) 

ソシオロゴス編集委員会

読者各位

rソシオロゴス J6号 CI982)で公示したとおり， ソシオロゴス編集委員会は，文献挙示のための独自

の書式(=<ソシオロゴス方式>)を制定するために.1982年7月1日， ・文献挙示方式案作成のための

小委員会(略称:文献小型E員会)"を発足させた。 この文献小委員会は，編集委員2名および読者有志4

名により傷成された。

同小委員会は，検討の結果，このほど<ソシオロゴス方式>の案を取りまとめ，編集委員会に答申した。

編集委員会は，これを適当と認め，以下にその全文を掲載する。そして，これを. rソシオロゴス J所定

の文献挙示・引用の方式のガイドラインとして，次号より採用する。ありうべき欠陥に対して，読者諸賢

の指摘をもとに，より優れた方式;こ改善したい。

編集委員会は.<ソシオロゴス方式>を普及させ，文献の引用・記事Eに関する学界の理解を深めたい。

読者諸賢がこの<ソシオロゴス方式>を，あらゆる機会に活用することを希望する。

答申

文献挙示方式案作成のための小委員会

編集委員 宮台真司 高瀬武典

読者有志 高木英至 団代秀敏

橋爪大三郎 広川みどり

以下で定めるのは，社会(科)学の専門的な

論文・著書等に文献を附す際の書式の規則 (文

献挙示方式〉である。この規則をく ソシオロゴ

ス方式〉と名づける。

文献挙示は，非常に重要であるが，社会(科)

学においては統一的な書式がなかった。どのよ

うな書式を採用するかは各自の経験にゆだねら

れており，各学問領域の慣習も非常に異なって

いる。このような事態は.学問分野閣の交流の

障害となる。そこで，社会(科 )学における統

一的な文献挙示方式が必要となる。

統一化をはかる時に最も大切なことは なる
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べく合理的なものを作ることである。理由のな

い不合理な慣習は排除しなければならなL、。文

献の挙示が不完全なもの，コンパクトでないも

のは不合理である。

文献の挙示が不完全なものとは.どの版を使

ったか明らかでないものとか，巻号表示のない

ものなどである。つまり，必要な情報が十分に

記載されていないものをいう。このような場合，

学説の展開や，それに対する意見の関係が不明

瞭になり，また，文献探索も困難になる。文献

挙示は完全にしなければならなL、。

文献挙示がコンパクトでない代表例は ibid..

O尻 cit.の使用である。これは，どの文献を指

示しているかわかりにくく，誤解や混乱をまね

しスペースを大幅に取るわりに，能率の悪い

挙示方式である。

完全性とコンパクト性一一この 2つは両立し

にくいが.出来る限りこの 2つの条件を満たす

ソシオロゴス 7 (1983) 

ものを作るべきである。

ここで図書鎗学の蓄積も参考になるが，図書

館学は，情報を整理・分類して利用者に鑓供す

るための方法を研究する。一方，文献挙示は，

論文，著書の中で.その論拠を明らかにするも

のである。後者は，今まであまり検討されてい

tJ.カBった。

そこで我々は合理的な文献挙示方式を考案す

るために，既存の書誌法の調室，読者へのアン

ケ一人橋爪案(橋爪(1981))の検討，専門

家への問いあわせ，などを行なった。そして得

られた規則を以下に掲げる。

くソシオロゴス方式〉は次の 3つの部分から

成る。1.文献記述規則. ll. 文献参照規制，

ill.文献配列規則，である。ただしだけを

採用することもできるしを前提と して Eを

用いることもできる。なお. n. illはいわゆる

ハーヴ7ード方式に準ずるものである。

文献記述規則ii..文献に関する研究上必要な

情報を残らず記述するために必要な規則である。

このうちのいくつかの情報が欠けると，研究に

支障をきたしてしまう。

文献重量照規制は，論文内のどこかに文献が記

載されているこ とを前提として，それを参照す

る場合に用いる「簡略形jを定める。これは，

基本的には著書名・出版年の 2つを標目とし，

文献記述規則と一体になって織能する。

文献配列規則は.文献表の作り方のこ とであ

る。文献表は，論文のなかにどのような文献が

引用されているかが一覧できるので便利である。

文献表を作らない場合，文献の挙示は註のなか

に行なわれることになり，文献の一覧性が損わ

れて多照が煩雑になってしまう。それゆえくソ

シオロゴス方式〉は，論文・単行書の末尾に，

註とは独立に文献表を作るものとする。

各々の規則は，本則，細則，細々則の 3つに

よって構成される。

本則では，規則の骨絡を簡潔な伊jによ って示

す。これを見るだけで文献の記載法の概略がわ

かるはずである。

細則は本員Ijの説明となっている。これは，文

献の個々の内容，たとえば著者項目や表題項目，

について記したものである。これは，すべての

場合を尽くしてはいないが，ほとんどのケース

をカグ7ーするはずである。疑問の点はまずこ

こで確かめていただきたい。本則の中に，対応、

する細則の番号が書きこんであるものは，本則

から引いてみることもできる。

細々則は細則を補うものである。使うケース

は少ないと思われるが，完全を期するために附

した。規則を挙げたものもあるし，規則の所在

を示したものもある。細々則は.そのすべてを

挙げると膨大になるため，今回は重要な細々則

だけを記した。読者からの問いあわせがあれば，

具体的にその都度検討していくべきである。検

討によって規則が追加された場合には，編集委

員会の責任で記録・累積し，一般の利用に供し

なければならなL、。

なお，本則は粋で閤い，細則は1.2.細々則

は 1..21のように示して区別した。また-印

は詳細な付則の存在を示すので，編集委員会に

問いあわせていただきたい。
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I 文献記述規則 個々の文献について完全な記述を与える場合の規則

1.11 邦文単行書 書誌記述は， 著者名/出版年/書名/出版者，の順 を基本記入とする。

F2z保馬

，).bl _1.b5 

1922 r祉曾撃概論J.岩波書l苫。
¥1.'1 

1・2<_:要.) 文献の記速に必要な書量主要素を.次のグループにわける.

①著者事項 著者名/編者名/訳者名

②標題事項 書名/鎗文題名/詑名/版表示

①出飯事項 出版年/出版者/出版勉/巻号表示/はじめの頁とおわりの頁

@追加要素事項 入手方後その他

1..21 (・g要素の求め方〉 単行書の著編者名.偲題などの書誌要素は，織関紙または奥付などから求める。

維誌の誌名，巻号散などの書Z主要素は，表atおよび7 ストへッドなどから求める。

ぷ細は図書館学の慣行(日本目録規IIIJ，丸山 (edJ【1961)など)に従う。 F

1.22 (貧富置および文字〉 文献に用いられているさ怨および文字l:t，そのまま表記することを原則とする。

t:: 221舗 で線量事項の!l:'.属~) 1lI文文a誌を欧文著作において本示する際，ロ ー7字化を行なうlI;l合，:t標題事項の飲語択を

信狐に入れて付記する。 (41.. ~13) 

【付tllJ】 ロー?字化にあたっては，ヘボン式表記そ用いる。(1983-6-1)

例 Tak昌ta，Yasuma 1922 Shakaigaku Gairon (An工ntroduction

t，0 Sociology)， Tokyo，工wanamiShoten. 

1“23 (不明な.，主要素〉 必ず記入すべき書誌要素の全部またはー認がどうしても判明しないときは，後の記入を可能とす

るょっ通当な空白をあけておく。その際.\ "や九"などの記号を銭して.~白を区画する 0 -
OlJ: r中央公益J10ー : 一 。(号霊堂，頁数不明)

『社会学駁説J.東京.(出版者不明)

1.3 著者事項

1・31(著者名の肥怠順序〉 著者名l:t.娃，名の廟に記事量する。

1・311(欧文著者名} 欧文著者名l:t.姓のあとにコンマ(，)をいれ，名を紀載する。

1.3111 名前l:t.頭文字などに省略しないで.判明する限り記事置することが望ましL、。

1・・3112【量生/名の判別} 量生と名との判jJlJが微妙な渇合については，慣用に従う。 F

【付買IJ】 丸山 (edJ(1961: 70 -9l)を償用の11i~ とする。 (1983-6-1)

1・312(邦文共著者名のE・ 3 邦文著者が2名以上の場合は.中点(・)で区切り列記する。
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1.12邦文論文 書誌記述は，著者名/出版年/題名/誌名/巻号表示，の頗 を基本記入とする。

高田保馬・新明正道・尾高邦雄 19.51

川 Zl/ 論J1-4 (4) : 79ー104。
/¥  

メ67 /672 '(.(，8 

「枇曾撃に里せする私の立場J，r社会学評

1.3121 < 3名以上の邦文共著者名の略Ii!) 3名以上の湯合，先頭の 1人を記載し.その他の著者を "ほか日他 "と略記す

ることもみとめる.

例: 高田保馬・新明正道・尾高邦雄

高田保馬ほか

高田保馬他

1..3122 (量生/名の館j¥IJのためのブランク〉 姓/名を識別のために 姓と名との間にプランクを作ることが望ましL、。

1.313 (欧文共著者名の記餓} 欧文著者が2名以上の場合は セミコロン (; )で区切り列記することを原則とする。

1.3131 ( 3名以上の欧文共著者名の園書記 3名以上の場合.先頭の 1人を記載し，その他の著者を‘etat.・と略記するこ

ともみとめる。

例 Merton，Robert K. e t al. 

1.3132 ( 2名だけの欧文共著者名のIi!tt> 2名の著者に限つては セミコロン(; )のかわりに ・&.を用いることもみと

める。

例 Parsons.Talcotl Smel5er. Neil J 

Pa同 on5，Talcotl & Smelser. Neil J 

1..3133 (仏文，独文.茜文文献の2名だUの共著者名のIi!. ) 仏文， a!虫文，西文 a …の文献の著者については， ‘品"の

かわりに ・etぺ"und •• • yへ ーを用いることもみとめる。F

1.314 (・者名の犯怠 〉 編者は著者の一種とみなし，役割表示.(edJ'を付けて記較する。

1.3141 (復敏の・者名の記.) 編者が復数の場合には. ぺedsJ.を付ける。

1.3142 (邦文文献の‘者名の記録 ) 邦文文献では，‘ (ed.)(eds.).のかわりに.(編).と してよL、。

例: 喜多野清一・岡田 謙 (編) 1959 r家ーー その構造分析ー-J，創文社。

1..3143 (監修者名・校問者名などの配慮 r監修H校閲Jなどの特殊な役割表示があれば，それをかわりに記載しでかま

わない。 e

例: 戸国貞三・ 鈴木祭太郎(監修) 1939 r家態と村港第一緒1. 日光書院。

1..3144 (事実上の編者名の紀織> r訳」などと役者l表示があっても，事実上の編者であると判定できる場合には， (ed.) 

と記事2しでかまわなL、。

1.32 (図体著者名 〉 その文献の著作に責任のある織腐の名称を，団体著者名とする。

-203ー



1.13欧文単行書 書誌記述は，著者名/出版年/書名/出版者，の願を基本記入とする。 1.14欧文論文 書誌記述は，著者名/出版年/題名/誌名/巻号表示，の願を基本記入とする。

1890 
/ 

I.b/ 

/" 1.411 
Lfuer Socia1e Differenzierung: 

Socio1ogische und Psycho1ogische 

Un七ersuchungen，Dunker & Humb10七.

1942 
qd 

r
 

o
 

白

l

，rt
t

、、f
t
r

T
ムe

 
m
 

--
C
M
 

Parsons， Ta1co七七
/ 

/.3/11 

"Age and Sex in七heSocia1 S七ruc-

ture of七heUni七edSta七es"，担主主-

m 一canSocio1ogica1 Review7-52R94416. 
(.t;3Z 

1.321 (上位樟闘の肥蟻〉 織関の鎗別が上位綴関によってなされるときは.それを先に記事Eし.次に著作にあた勺た織関名

を記載する.

例: 東京大学新鶴研究所

Carneg陪 Endowrr剛 tf.町 Inlernational Peace， Divison of Economic and HiSlory 

~J: “Hi -kindaisei 10 Hokensei (Traditionalism and Feudalism). 併記のあるとき〕

“Shakaigaku Gairon. (An Introduction to Sociology) 併記のないとき)

1.42 (館名〉 誌名は.原則として省略せず.完全な誌名を記載する。 (43..15) 

1.322 (上位健闘名の省略 〉 上位俄慢が文献に記事Eされていても.局知のものは直祭その償問名を記載する。F

側: 統計激震研究所 (文書E省は不要 )

社会保障研究所 (厚生省は不要)

WHO (United Nations. WHO とは しない)

1.421 (欧文魅名毘述の大文字使用法〉 欧文誌名記述の大文字使用法は，冠詞，祭続詞，前置詞を除く各字の初字を大文字

とする。ただし， tt名の初語の文字は常に大文字とする。

~J: L'Homme 

American Sociological Review (誌名たることを示す theは省略)

1.323 (梅園署名の省略〉 筏関名は省略しないことを原則とするが 広く通用するものに限り略弥の使用を認める。 0 ・

例 Unesc。
C.O.R.E'. 

1・・422(邦文箆名の欧文著作への挙示〉 邦文総名を欧文著作に挙示するときは.原則としてロー?字化書きとする。欧文誌

名をもつものは必要があれば丸括狐に入れてロー7 字化誌名のあとに附記する。欧文誌名をもたないものに欧訳誌名を

付しではならない。(41..221付則)

1..324 (同一名務の健闘の議別〉 同一名称を有する担盟関c;t.所在員Eによって鎗別する。

例 National Institute o( Health (T曲 yo)

National Institutes of Health (Bethesda. Maryland) 

1..423 (分婦に独自の総名を待つ線路の毘鎗 〉 雑誌が.部 (section)，編 (sub-section)にわけて発行され， 独自の誌名

(および番号)をもっときには，共通誌名につづけてそれらを記載する。

例 r地玉大学紀要J(社会科学鴛)

Social Science & Medicine (Part A Medical Sociology) 

Social Science & Medicine (Part B Anthropology) 1..325 綾関名の先頭につく冠詞.法人の種恕を示す罷〈財団法人，抹式会社， Publisher. and Com田ny.……)は原則

として省く。

1..33 (中富臨名・ ロシア館名などの鶴字化〉 中国語名.ロシア語名などは必要に応じて，ローマ字で翻字を付すことがで

きる。 F

伊IJ: 毛 湾 東 (Mao.Tse-tung) 

刀聞叫 8晶 M棚 P 11品附ー (Lenin.Yladunir U'ich) 

1..424 同一誌名をもつものがある湯合.出版者，出版地等を丸活弧に入れて付記することが望ましL、。

例 EconomicReview (Federal R邑serveof Dallas) 

Economic Review (Federal Reserve of Richmond) 

1・425(特Jl1.I省略形の議止 r本誌Jr同誌」“ thisjourn剖"などの特殊な省略形を使つてはならない。

1.4 栂信事項 '..43 とくに必要のある場合c;t， 標題事項を著者事項のかわりに標自に褐げることができる。

例 r法社会学講座j (全10巻) 1972-1973 川島武宣(編).岩波書底。

1.41 (領題〉 治文名， 書名などの僚題c;t.原文献にfr:!されているとおりに記載する。

1.5 腹次

1.411 (副担1.) ;/1課題は，邦文であれば.一一・線で箇み，欧文であればコロン ‘で区切って記事量する。

1.412 欧文の僚題の大文字の使用は原文の言語の慣習に従う。 F

1.51 (飯表示〉 販の表示は，文献に記事Eされているとおりに記載する。F

例: 第 2版事訴版改訂版泊訂版

2 nd ed. 3 rd ed. Rev. ed. 3. ed. 3. Aufl. 

1..413 (欧文著作に拳示する邦文文献 〉 欧文著作に邦文文献を挙示するとき，飲文書事題が併記されているときにはこれを附

記し，併記されていないときには翻訳を附記する。 (L・1..21) 1.52 ( 街騒と原著の~IJ箇参示〉 新版と原著を独立の文献とみなす場合には，別箇に挙示する.
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合集のー論文を記述する場合， 書誌記述は，論文の記入/合集の記入+分出表示，の頼'.11邦文合集
書誌記述は，原著作の記入/調訳表示記号 (=)/銅訳出版年/訳者名/翻訳書名/'.15翻訳単行書

11，314-

r r法」の社会学理論の基礎づけJ.JlI島武宣伝d.H法 社 会 学 の 基

を基本記入とする。
翻訳出版者，の願を基本記入 とする。

岩波書底。4):g三二怨£
、分公表釆

座

f
g

講

l

学会ムム
4
4
-法

冒
目
4

9
-礎

1972 武宣川島
Les r品g1es de 1a me七hode socio1ogi-工895Emile Durkheim， 

E・e1ixA1can ・____ =1978 宮島袋訳.n上
I.'ti ¥1.82 

会 学 的方法の規準J(宕波文庫).岩波書活。 '/.t31

宝主主，

，/.313 

"Genera1 Theory/in Socio1ogy"， 

Rober七 K.; Broom， 

基本記入は.1.17と同じ。1.18欧文合集

Mer-1959 Talco七七Paどsons，書誌記述は，原著作の記入/翻訳表示記号(=)/翻訳出版年/訳者名/翻訳題名/翻1.16翻訳論文

Leonard; Co七ー

七re1，工，eonardS. Jr. (e<:'ls.) ~ocio1ogy 

Todav 1 Prob1ems and¥Prospects z7-3EZ 

ふ4 1 / g f

七on，

"Sekten" in Nordamerika: und 

訳収誌名/巻号表示，の願 を基本記入とする。

" "Kirchen" 工906Max Weber， 

eine kirchen- und sozialpo1itische Skizze 

Harper. chris七licheWel七 20-24:558-562;

安藤英治訳. rアメリカ合衆

『政治経済a論議J(成際大

/ 
1..4-24. 

_(1) (2)"， 
よる92

，./ 20-25: 577-583. 

/.1:Z4- 国における"教会"と"セクト "J. 

=1966 

出版事項1.6 

学)16-3: 469-487
0 

出版年l~. 原著初出の年次とする。1.61 (出版年〉

-
1

3
 

出版年の記載は.西暦で統一し，アラビア数字で記載する。('-+l.X3)1.611 (出版年の記録 〉f最t曾筆原論J.弘文堂書房。

f改訂駐曾筆原論J.弘文堂書房。

潤一郎 1935 絵本例:

間駄的に出版された文章夫は ，出版年を/で切って記較する。1.612 (間取的に出臆された文献 〉

OlJ: 1956/1959 

1940 

1.613 (継続的に出版された文献〉 継続的に出版された文献は.出版年をーで結んで記載する。 F

OlJ: 1968 -1973 完結の場合)

1968ー (刊行中の場合)

新版を，原著の改訂と して表現する ときには.次の改版記述を行なう。

混一郎 1935 r粧台事原論J.弘文堂書房。→ 1940改訂。

1.531 標題事項，出版事療に変更があった場合は.改版記述に記載する。

例: 秋元 波留夫 1935 r失行症J，金原鹿底。→ 1976 東京大学出版会。

1.53 (改版記述〉

絵本伊11:

1..62 出版年が確定できないときは，推定記号を付する。

例 c.1968

1..63 出版年が推定できないときは， Cn.d.Jと記す。

例 Cn.d.J

1.532 (復11.合集への奴鎗 〉 複製(復刻)目合集への収載についても.改訂と同線に彼う。

iJll: Parsons， Ta1cott 1952 "The Superego and Theory of Socia1 

Systems"， Psychiatry 15-1:15-24.→ 

1982 Mayhew， Leon H.(ed.) Ta1cott Par-

sons on Institutions and Socia1 Evo1ution 
I1 

1.64 (同ーの出版年の文献〉 同一の出版年の文献は.校番 a，b. c，ーを付して区別する。

例 1968a.19関 b，1968c 

2Se1ected Writing5 :129-144， University 

of Chicago Press. 

手縞を後年印刷に付した場合'1 推定執筆年を原著の出版年とみたてて記載しでもよ

出版者・は図体著作者の記載方法に準じて記事tする。

出版者が，団体著作者あるいは標語の一部として記載されているときには，省略しでもかまわなL、。

1.65 (出版者 〉

1.651 (出版者の省略 }

Phi1osophische Untersuchungen， (MS). 

→ 1953 Basi1 B1ackwe11. =1976 説本

隆志訳， r哲学祭究J(ウィ トゲンシュタイン全*8)，

大修館嘗底。

1936-1949 

1.お3(手績を印刷したものの記緩〉

Wittgenstein， Ludwig OlI: 
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1.652 (出版者の略Ie) 出版者の記載には，特定の略号を用いることができる。

【付則】 丸山 (ed.)[1967: 207 -214)に掲載されている出版者に限り，掲載されている形での略号の使用を認める。

(1983-6-1) 

伊U: George Allen & Unwin Lld.→ G. AlIen & Unwin 

Howard AJlen. Inc.→H. Allen 

1.682 (ニ系統の頁づげの表示〉 通巻頁と各号頁とのこ系統の表示がある場合は，通巻頁を表示することを原1(11とする。

1.6821 号敏を表示した場合にかぎり，通巻頁のかわりに各号頁を表示することも認める。

1..683 (掌ごとに分商量した頁づりの窃合〉 頁づけが章ごとにわかれているときは ，章番号を頁のまえに記し，区分記号とし

て中点(・)を用いる。

OlJ: : 10・61-10・67
1.66 (出版地 3 出版地を記鍛する場合は，出版者の存在する都市名を.文献に記載されているとおりに記載する。

1.随1【出E軍司監の1181e) 所定の得合 出阪地の記織を省略することができる0-
【付l!IJ】 次のいずれにも得総 されていない出版者は，その出版地を省略できない r出版年鑑 1983年版J，出版

ニューヌ社 r日本書籍総目録 1983年版 (索引編 )J 日本書軍事出版協会 publishers・
工nternationa1Directory with工SBN I並竺を (9th.editionl ( 2 vols. l ， 
1982， Munchen， K.G. Saur. (1983-6-1) 

1.関4(逮.) 連載された文献'1，次のように表示する。

例 10-3:172-180: 10-4:10-19: 10，，6:132-147 11 

1.685 (合集の分出表示〉 頁表示に続けて出版者等の記載そする場合は，ピリオド(.)をコンマ(，)に代えることができ

る。

1.662 (出版地tJsa量生の織合〉 出版地が複数の場合には.主要なもの，さもなければ.e初に記されているものを記載する。

1.69 (シリーズ練題 〉 文献がシリーズ標題をもっているときは，シリーズ標題と巻敏・号数等を丸信仮に入れて標屈の直

後に記較する。

例 r法社会学の基鍵 2 J (法社会学講座 4 ) 
1..663 (同名の都市名の区別〉 同名の都市名は，コンマ(. )で区切って国.州，除名等を附記する。

例 London.Onlali。
Alexandria. Egypl 

AJexandria. Va. 

1.691 (分冊 〉 文献が分冊されているときは，冊数を丸活弧にいれて標語の末尾に記載する。

例 r経B寄学新講J(全 5巻)

1.67 (微量志の巻号表示 〉 縫誌の巻号表示は.アラビア量生字で統ーする。

例 10巻 4号 10-4 

1.692 (通し番号〉 文献が通し番号を持っている場合，l>:.のように標題の末尾に記す。

例 r社会学研究の手引き(1 ) -(12) J 

Volume 10. Number 4 

Volume 10. Supplemenl 1 

Issue 1 

10← 4 

10 -Suppl， 1 
1.7 追加要素事項

るす載記を先手入+A.
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1..111 レポ一人プレプリントに番号が付与されている場合には， 番号の記載が必須である。

1.672 (通巻号量生 〉 盃巻号数が別に表示されているときには.丸括弧にL、れて附記する。

例 10巻 4号(通巻40号 10-4(40) 
1..712 (発表予定の酋文〉 後日論文の発表が予定されている場合には，その会議名や文献の標題をも記載する。

l.o73 (合併号】 合併号は，中点(・)で結んで表記する。

例 10巻 3.4合併号 10-3. 4 

1.713 役楠中の論文で縄戦が決定している場合は，次のように記載する。

例 rソシオロコ'ス』掲載予定 (邦文)

10 be published in Sociolo笠三 (欧文〉

1.68 (頁の表示〉 頁の表示1;1.コ ロン(: )，はじめの頁，ハイフン(ー).おわりの頁，ピリオドの頗に記較する。

伊IJ: : 1231 -1243. 
1. 714 巻数.号数，発行年等が確定していれば，それも記載する。

1. 681 (不連続な頁の表示〉 頁が連続していないときには，次のように記較する。

OlJ: : 15-20.22.24-29 

1.715 役稿中の論文で渇織が禾定の場合.次のように記載する。

OlJ: rソシオロゴス』投稿中 (邦文)
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submitted to S囚 iologos 欧文〕

1.72 (非公表陰文〉 配布先が特定の個人.団体であるか，公表を意図し江い犠合は， r (弘信)J ，・ (privatecommuni-

cation)"， r (未発表)J ，‘(山pゆ lished)" r (手荷)J. • (MS)'などの話を付して明記する。

1.8 111釈表示

1.81 (翻訳表示の位置〉 翻訳表示は，原著作の基本記入につづけて記駿し.イコール(-)で結ぶ。

1.82 (宿駅の出庫年表示の位置〉 創釈表示の先頭に.111訳文猷の出版年を記事Eする。

1.821 (IIJII!;!の出版年表示〉 出版年の記事2については，原書出版年の規定(1.61-1.64)を準用する。

1.83 (訳者〉 訳者(~.蹴訳文献の著作上の責任者をいい.記載にあたっては著者の規定(1.31- 1. 325) を準用する。

1.831 訳者名につづけて. r訳J.・ (tr.)"，(複訟の湯合は (Ir5.))などの役割表示を記する。

1.832 r監訳JfS自分訳j江どと記されてあれば.そのまま記事tする。

1.833 翻訳が原著の8s分択であることが明らかであれば， r抄双」と記載することが鐘ましい。

I刷1..84. 111訳文献の傑語以下の記事量も.原著書量文の場合の規定をすべて準用する。

1..85 (~) 重訳(j.111訳表示を重ねて記厳して表現する。

例 Pareto，Vi1fredo 1916 Tratto d~socio1ogia genera1e， Barbera. =1935 

Bongiorno， Andrew & Livingston， Arthur (trs.) 

The Mind and Society， Harcourt. =1937 f五日ui:.li

抄訳， r歴史とIfff't均衡j (現代思想1全d 11).三!z~l(l}j。

，..85， 同一原著に対する，異なる言語の釘訳は.別箇の文献として記敏する。

1..852 同一原著に対する，同一言活の飼訳は別箇に記事Eしなくてよい。

1.9 非文厳的資斜

1.91 (非文措置的資料の表記〉 非文献的資料のとり緩いについては.償用に準ずる。 F

【付110 地図資科，点字資料.録音資料.映像資料7'イクロ資料の記事Eについては. r白本目録規則 草野版予備版J

にしたがう。(r図書館雑誌J75-3: 136-139; 75-8: 476-477; 76-3・168-170; 76-12:817-820; 

77-3: 168-170.) (1983-6-1) 

I.X 緩書き鍵則

1.Xl (最小限の綴書き〉 績書きの文献記厳が認められず.やむをえない場合に(j. 文献記載を縦書きとすることができるe

-210一
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I.X2 (縦書きをDlめられる.函} 露走書きとする範劉は，邦文文献，邦訳文献のすべて，またそれだけ.とする。

I.X3 縦書きに際しては .アラビア数字を漢数字におきかえ，また記号一覧に示す必要長小限の変更を認める。

1→ 3→ 111 5→同 7→-tJ 9→兵;→¥.→。

2 → 11 4 →包 6 → 4く 8→< 10→+→  

例 r羽司M紗捻緯J111ー111:110ー11111¥ 111一回 111-11因。

1.X4 (出版岩手の袋香〉 出版年の技番 (a.b， c...)は，もとのままである。

E 文献参照規則 すでに記載された文献の引用・言及のための規則

2.1 言及・事問の配議

(2.21 

高田 [1922]

高田 [1922:15J
、2.3

Durkheim[1895] 

Durkheim[1895=19781~ 

2.2 (文献の多照〉 記載された文献を怠照するには，著者名と出版年を線目とする。

伊11: ……とのべる論者も多い (4Parsons [1952J)。

2.21 (著者名〉 著者名は，混乱のおそれがなければ，姓のみを記する。

2.22 (改訂された文献〉 改訂された文献については次のように記す。

例: 松本(1935→ 1940)

2.23 (翻訳文献} 翻訳文献については次のように記す。

2.23 

例 Durkheim[1895=1978) Pareto[1916=1935=1937) (重訳)

2.24 (同一著者の文献の列記} 同一著者の文献を列記するときには.出版年を列記する。

例: 高田(I922)(1937)，高田ほか(1951)

2.3 (J() 記事tされた文献の頁数を指示する場合には.出版年と頁放とをコロン(: )で区切る。

例 L毛vi-Strauss[1962=1976:45)

Levi-Strauss[1962:35=1976:45) 

Levi-Strauss[1949=1977(上):15I 

Levi-Strauss[1949→ 1967=1977 (上):15) 

2.31 (複数の夏にわたる雷及 ・引用〉 錨示が何頁かにわたるときには 1.68 -1.684の規定を種用する。

2..311 当滋賀と次項，当該頁以下数頁を示すのに. f， ffを用いてもよい。
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例: 丸山 (ed.)(1967: 207 ff) 

ふ32(行数 〉 文献の頁数を指示し，さらに行数を指示するときには.セミコロン(; )で区切った上.次のように記す。

OlJ: 高因 (1922:15; 15行自〕 高困(1922:15; 15ー17行自〕

Levi-Strauss(1949:13; LL10・15]

2.4 (.. J1D 文献の意・節など I額分そt旨示するときには，出版年と意.節番号とをコロン(: )で区切る。

例: 高田(1922:第 I章第 2節〕

L~vi-Strauss(1949:ch.1] 

2.5 (引用主主Ie) 著作中に.他の文書置からの引用を行なう場合l;t.引用符号の直後に，かならず諺当頁を含む引用注記を付

さなければならなL、
例 : ……である斗(高田【1922:106) )とのべている。また…・・

2.6 文献の毒事照.言及.iJl用のすべてにわたり -.6id人‘叩 cit・.r前掲書J r上偲論文J r拙稿J などの形式の注記

をみとめない.

2..7 (総書き緩110 文厳重喜照に際 しても，文献記主主と向様の縦書き規則が成立する.

例I'i図(1ば1111: IOKl 

E 文献配列規則 個々の文献記述を配列して文献表を作る規則

3.1 文献表

例:I 支 厳

歓 元 憧 留 夫 1935 r夫行症J.金原商庖.→ 1976 東京大学出版会。

口町kheim，Emile 1895 Les r匂e1sde la methode so主主主盟主2旦e，Fe1ix A1can. =1978 

宮島.~. r祉会的方法の規準J(岩波文庫).岩被害底.

川島 武宣 1959 近代社会と法J.岩盤書底.

1972a r r法Jの疲念を問題にすることの意轟J.川島 (ed.)[1972a: 155-158.1. 

1972b r r法Jに関する既存の慢念構成に倒する若干のコメ y トJ.川島 (ed.)[1972a: 171-176.1. 

19E1l- rllft/;式宣著作集J(金11巻 ).zf霞書底.

}11島 武宣 (ed.) 1972a r法社会学の~. lJ (法社会学練度 3) .お被害底.

一一一一一ー (ed.) 1972b r法社会学の"'. 2J (法社会学IlS! 4)目岩波書応.

L~vi叩Stral坦s ， Claude 1949 Les structures臼包entairesde 1a parente， Presses 

universitaires de France. →1967 2e ed.， MOut。恒 =1969 Bell， 

J.H.; von Strumer， J.R・ Needham，R. (trs.) The E1目nentaryStruc-

tures of Kinship， Beacon Press. 

-一一一一- 1949 -1967=1977 馬粛軍ー・111111倍長JI.. il!!農の基本情活{上)(ド).. "町.In，}o
Parsons， Talc唱 tt 1959 "Genera1 Theory in Socio10gy"， Merton， Robert K.， Broo叩，

Leonard， Cottre1， Leonard S. Jr. (eds.) Sociology Today 1 Prol)-

lems and Prospect~:7-38 ， Harper. 

Simmel， G国時 1890 Uber Socia1e Differenzierung: Soci010gi呈s;hA---ιー一一ーー

sche untersuchun~ ， Dunker & 

-212ー

3.11 (文献衰の織成〉 文献表は.各文献の標呂のABC順の配列により車脅威する。

3.111 (同一著者〉 同一著者については，個人著作一個人編著作一共同著作一共同編著作，の順に配列する。

3.1111 (共同著作〉 共同著作は，共著者のL、かんにかかわらず出版年頗に配列する。共同編著作も同機とする。

3.112 (間-41眼目〉 同一標自については，出版年頗に配列する。

3.1121 数年にまたがる出版年の著作は.初出の出版年の位置に配列する。

3.113 同一療目 ・同一出版年の著作l;t.枝番の煩に配列する。

3.1131 Cn.d.) は，当該標目の末尾に配列するロ

3.12 邦人名は，ロー7 字表記の相当位置に配列する。

【付則】 ロー7 字化にあたっては，ヘボン式表記を用いる。(1983-6-1) 

3.13 文献表のはじめには . r文献J. r文献表J. 網 Bibliography'などと記す。

1956a 

1956b 

1956/1958 

1956-1958 

1956-

1957 

(n. d.J 

3.131 引用文献.#照文献などに限定した文献表については. r引用文献J. "References'などと記してよい。

3.14 少敏の同一著者の多数の著作を配列するときには， 表の全体を次のように織成しでもよい。
， 

OlJ: Durkheim， Emi1e 
18ヲ5 Les rさglesde 1a methode socio1ogiqe， Fe1ix A1can. 

1897 Le suicide:etude de socio1ogique， Fe1ix A1can. 

1922 Education et socio1ogique， F岳lixA1can. 

川島武宣

1959 r近代社会と法1.岩波書底。

1972a r r法」の観念を問題にすることの意義J.川島武宣 (edJr法社会学の基ul! 1J (法社会学講座 3)

:155-158 岩波書庖。

1972b r r法」に関する既存の厩念織成に対する若干のコメント J.JII島武宣 (ed.)r法社会学の基鑓 lJ 

(法社会学講座 3): 171-176. 岩波書底。

3..15 (館名の省略形〉 文献中に頻出する誌名に限り，省略形を用いてもよL、。省略の仕方は慣用にしたがい，かならず文献

表の先頭に伊l示を婦げる。

flJ: Bib1iography 

Abbreviations;主主主:AmericanJourna1 of Socio1ogy 

ASR:American Socio1ogica1 Review 

Parsons， Ta1cott 1942 "Age and Sex in the Socia1 Structure of 

the United States"， ASR 7-5:604-616. 
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使用促号一覧

r J 邦文論文名 (41.2) 

r J 邦文書名.誌名 (41.1 ) 

欧文論文名 (41.4) 

イタリック 欽文書名，誌名 (41.3 ) 

( ) ①筆書名.シリーズ名(書名の副記入)

②発行者(主主名の孟1)記入)

例:政治経済諭重量 (成震大学)

①編著作の表示

例:}l1島武宣(編) 1972 

Merton. R. K. et al. (eds.) 1959 

@通巻号数(巻号表示の副記入 )

例 r社会学評論J1-4 (41 

③版表示

例:(2 nd ed.) 

⑤分冊表示等(同1.691r) 

例 r道徳教育論仁上)(下)J

⑦翻字表記に用いる。 (41..33)

③留訳記事tに用いる. (L喝し413) 

③その他補助記入の際に用いる。

( ) 出版年を囲んで，著作を示す。

a， b，… 同一出版年の著作の伎番

n. d. 出版年不詳 (110date) 

c 推定出版年

例 c.1956 

①欧文書名 (論文名)とil)書名(函l論文名〉と

を区切る。

侯日 Structuralism':A Reader 

①雑誌の巻号表示と頁づけとを区切る。

例 r社会学評論J1-4ω:79-1ω 

③書名と頁づけを区切る。 (41.17f)

@出版年と頁づけとを区切る.

例:Simmel (1890: 13) 

邦文面IJ3名.副論文名を示す。

①巻数と号数とを区切る。

あとがき

くソシオロゴス方式〉に関するあらゆる著作

上の権利は，ソシオロゴス編集委員会に属する。

ただし，研究者個人が通常の学術目的に供する

限り ，この方式は任意に利用してさしっかえな

①はじめの頁とおわりの頁とを区切る。

③はじめの出版年とおわりの出版年とそ区切る。

同ーレベルの書誌記速を区切る。('-+1.313， 

1. 684 ) 

①著者の姓名を転置して区切る。

②書誌要素筒(書名と出版者と，…〉を区切る。

(凶1.685 ) 

①書誌記迩の終了

②原著記迩と改版記迩とを区切る。

③原著記途と銅訳記主Eとを区切る。

@頁の表示の終了

& 

n文文献で.¥"のかわりに用いてよL、。

邦文文献でのかわりに用いてよい。

欧文文献で，2名の著者を速記する際，勺'の

かわりに用いてよL、。

邦文文献で.復数の著者を速記する際ブ ..の

かわりに用いる。

改版表示

叡訳表示

主主照表示

欧文文献で， 3人以上の著者を速記するかわり

に用いてよL、。 (41.3131) 

文献表において，同一著者の反復にかえて.用

L 、る。

連厳の通し番号~[èに用いる。

①出版年の区切りに用いる。

例:1971/1973 

(cf. 1971-1973 では 1972にも出版され

ている。)

②縦書き邦文文献において.‘..のかわりに用

いる。 (4].X3) 

'-+ 

et al. 

/ 

注 書名.雇IJ書名等が元来合む諸記号は.そのまま用いるこ

とを原則とする。 (41.41) 

い。その際，普及のため. rくソシオロゴヌ方

式〉によるj と書き添えていただきたい。また，

他の雑誌 ・織関がこの方式の採用を検討される

場合は，必ず当委員会に相談されたい。その他，

この方式に関する意見，提案，問いあわせ等も.

-214-

bi

--
i
 

当委員会へ寄せられたし、。

巌後に，この方式を制定するにあたって，長

湾雅男氏(東京大学教育学部教授に神崎満

塁子氏(東京大学文学部社会学研究室嘱託). 

日本図書館協会事務局ほかの方々に，資料提供

の便宜や助言をいたーだいたことを，記して感謝

の複写を御入用の向きは，ソシオロゴス編集委

員会まで御一報くださ L、。有料で配布させてい

ただきます。

〒113 東京都文京区本郷 7-3-1

東京大学文学部社会学研究室気付

ソシオロコ'ス編集委員会

'l!S'03-812-21l1 (代表)内線 3877

したし、。

なお 『ソシオロコ'ス』の記事を.無断で複写

・転載することは禁じられております。当記事

文 献
科学設術庁振興局管理課情報室 (ed) 1980 r科学技術情報流通後術基準 書誌的情報の記述J(SIST 02 

-1980). 日本科学技術情報センター。

丸山 昭二郎 (ed) 1967 r洋書目録のっくり方J(シ リーズ・図書館の仕事 11).日本図書館協会。

丸山昭二郎・弁上智也 (eds) 1970 r洋書B録マニ a アルJ.日本図書館協会。

日本索引家協会 (ed) 1980 r書誌作成マニ s アルー一文献目録を作る人のために一一J.日外アソシエ一九

日本図書館悔会目録委員会 (ed) 1965 r日本目録規則 1965年版J.日本図書館協会。

(ed) 1971 r日本目録規則 1965年版 追加規制および修正・増補事項 J.日本図書館協会。

(ed) 1977 r日本目録規則新版予備版J.日本図書館協会。

(そしおろごすへんしゅういいんかい)
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